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　早いもので JCHO 神戸中央病院として再スタートして３年が過ぎまし

た。この間、様々な改革を実施してまいりました。地域の住民の皆様へは

バトンタッチ紹介と名付けてかかりつけ医との連携強化をお願いし、公共

交通機関の不便な地域には巡回バスの運行も始めました。また年３回の市

民医療セミナーを実施して病院と住民の皆さんとの距離感が近くなったと

感じています。かかりつけ医の先生方とも医療連携セミナーを年３回実施

して、同様に一体感が増しつつあります。さらに病院への医療機関からの FAX予約も迅速対応可能

なシステムに変更しました。また専門に偏らない診療ができる総合内科を立ち上げることで、初診の

患者さんの対応も円滑化し、救急車の受け入れも年々増加しています。

　上記に加えて病院内だけでなく、介護を必要とされる方々を含め、地域全体に目を配る地域包括ケ

アにも注力しています。神戸市や医師会からの委託事業として、医療介護サポートセンターを院内に

開設して広く地域のケアマネージャーさんたちの問題解決等にあたっています。また附属の訪問看護

ステーションや介護老人保健施設では在宅や施設内での看取りも行い、尊厳ある生涯を大切にされた

いご希望にも対応できるようになりました。

　今年の３月から心臓カテーテルの専用装置を新しく整備し、脳血管領域と並行して検査・治療が可

能となり、救急で迅速な対応が必要な患者さんの受け入れ対応の改善にも寄与しています。今後の方

針もさらなる変革を推し進めることにつきます。ハードだけでなく職員も時代と地域に必要とされる

病院に変わります。私たちはこれからも無駄を省いて、可能な投資は医療機器の整備と住民サービス

に全てつぎ込んで、より明るく安心できる地域社会にしたいと願っています。本年度もよろしくお願

いいたします。

新年度のご挨拶新年度のご挨拶

院長 大友敏行

「緩和ケア病棟に入院するにはどうしたらよいですか？」

内科医長（緩和ケア）　三田　礼子《医療機関向け》

　というご質問をよくいただきますので、今回は緩和ケア病棟入院の手続きについてお話し致します。

　緩和ケア病棟は、無料個室 12 床、有料個室 10 床（8 床：5400 円 / 日～全て洋室、2 床：16200 円 / 日～洋

室和室各 1 室）の 22 床です。

　通常の入院手続きは図 1 の黄色矢印（➡）のように、主治

医の先生から紹介状をいただき、地域連携室経由で外来受診日

の調整を行います。当日ご家族（ご本人の来院はご希望やご体

調でお選びいただけます）にお越しいただき、ソーシャルワーカー、

看護師、医師との各面談を通して、ご希望やお困り事を伺いな

がら、当病棟での診療や入院のタイミング、その後の療養環境

の選択肢などについてご相談させていただきます。すぐの入院を

希望される場合は、ベッドが調整できましたら、地域連携室経由

でご連絡を差し上げ、入院となります（ベッド状況やご本人の全

身状態により、受診時に入院日をお伝えできることもあります）。

　外来受診日の時点で入院を希望されない場合は、入院必要時に、再度主治医の先生から紹介状をいただき、ベッド

の調整後にご連絡します。なお、前回受診時と病状が大きく異なり、入院後の診療内容を改めてご相談する必要があ

ると思われる場合は、再度ご家族にお越しいただくこともあります。

　緩和ケア外来を受診後、在宅でお過ごしの方で、緊急での入院をご希望の場合は、原則的に紹介元の病院でご対

応いただき、図 1 の緑矢印（➡）のように、後日地域連携室経由で転院を調整させていただきますが、時間帯やベッド

の状況により、緊急での入院をお受けできる場合もありますので、その際はご連絡下さい。なお、当病棟を退院された

方の緊急入院はお受けしています。

担　当：放射線科・消化器内科
日　時：平成29年6月29日（木）19時～20時15分、場所： 当院　2階会議室

第６回「神戸市北区医師会・JCHO神戸中央病院　医療連携セミナー」のご案内

 

 

図 1：緩和ケア病棟入院の流れ

図 2：病室
洗面台、トイレ、簡易ソファベッド、テレビ、
冷蔵庫があります。有料個室はテレビ・冷蔵
庫が無料、有線放送もご使用いただけます。

図 3：デイルーム
デイルームではクリスマス会などの病棟イベント
も催します。

図 4：キッチン
ご自由にお使いいただけます。



耳鼻いんこう科：四ノ宮　隆
耳鼻いんこう科：竹中　まり
脳神経外科：松田　和也
脳神経外科：橋村　直樹

研　修　医：後藤　有基　　楠瀬　正哉　　田村　証司

外　　　　科：平島　相治
外　　　　科：加藤　俊治
血 液 内 科：山田　紀子
歯科口腔外科：武田　大介

腎 臓 内 科：田本　勇太
総 合 内 科：河合裕美子

　
中田　章弘
ナカタ　  アキヒロ

松葉  裕之
マツバ　ヒロユキ

田中　惇貴
タナカ　　 アツキ

内藤  敦海
ナイトウ　アツミ

アダチ　　ナオコ

：耳鼻いんこう科足立　直子
　１月より赴任致しました。地域医療に貢
献できるよう努めたいと思います。
　宜しくお願いします。

ヤマモト　　マキ

：皮膚科山本　真希
　丁寧な診療を心がけています。
　よろしくお願いいたします。

ツクダ　　 アヤノ

：血液内科佃　　綾乃
　当院で初期研修を終了し、４月より血液内
科にて勤務させて頂くこととなりました。地
域の皆さまに良い医療を提供できますよう
頑張りますのでよろしくお願いいたします。

フルノ　　ユウイチ

：脳神経外科古野　優一
　出身は大阪で、大学から今まで京都に住
んでいました。これからの初めての神戸で
の生活を楽しみにしています。

ミズタニ　　トオル

：外科水谷　　融
　４月より赴任させて頂きました。地域の
皆様のお役に立てるように頑張ります。
　どうぞよろしくお願い致します。

フジイ　　アツコ

：腎臓内科藤井　敦子
　４月より勤務させていただくことになり
ました。微力ながら地域の医療に貢献でき
るよう日々努力していきますのでよろしく
お願いいたします。

ナカムラ　リョウタ

：呼吸器内科中邨　亮太
　はじめまして。２年間の京都での研修を
終了し４月より呼吸器内科で勤務させてい
ただくことになりました。
　どうぞよろしくお願い致します。

ナカニシ　ヨウスケ

：歯科口腔外科中西　洋介
　４月から歯科口腔外科で勤務させて頂く
ことになりました。精一杯頑張りますので
宜しくお願いいたします。

　余寒の厳しい折柄、た
くさんの方にお集まりい
ただきありがとうござい
ました。救急車が限られ
た資源であること、救急
車の依頼の仕方、「119
番コール」の意味の理解
が少し進んでいただけた

のではと思っております。救急搬送が必要な
病態に迅速に対応できるよう、今後も地域の
救急を担っていこうと考えております。

　神戸親和女子大学の正門横で、内科・小児科にて診療しております。先代の父より
平成 23 年に院長の交代をしました。わたくし自身は生まれも育ちも鈴蘭台です。少
子高齢化とライフスタイルの変化のためか、医院がある鈴蘭台北町・東町のバス道
周辺は、昔と比べて、少し静かに感じられます。
　生活習慣病を中心とした診療が主となっていますが、予防接種・感冒などで乳幼
児を診ることも多く、先代院長より通院しておられる高齢者の患者様など幅広い年
齢層を診療しております。患者様が健康と笑顔で過ごせるよう心がけ、親しみのある
かかりつけ医として地域医療を提供していきたいと思います。

　JCHO 神戸中央病院には日頃から検査、救急対応、入院等で迅速に対応していただき、本当に感謝しております。また、
病診連携以外にも地域包括ケアの関連で介護などの多職種の情報収集や在宅医療に対する相談等、JCHO 神戸中央病院
の北区の基幹病院としての重要性が高まっております。今後とも親密な連携を取らせて頂き、地域の皆様が安心して暮ら
せるよう貢献できればと考えておりますので、何卒よろしくお願いいたします。

近 隣 医 療 機 関 の ご 紹 介

松岡医院松岡医院
〒651-1111　神戸市北区鈴蘭台北町5丁目5-25
TEL  078-591-1226
診療科目：内科・小児科

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
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　医療機関を受診すると
きは、体調に関すること
とともに、医療従事者に
接することに対して多少
なりとも不安を感じるこ
とと思います。病院以外
の場で、お互いが考えて
いること、感じているこ

とを伝え合い、理解を深め合う機会を持つ
ことが、その不安を和らげる良い機会と考
えています。

総合内科　桂　敏明 先生

　御来場くださいまし
てありがとうございま
した。病気を治すこと
を通して患者さんの幸
せを願う、それが我々
医師の本分です。我々
も患者さんもその家族
も、『患者さんの幸

せ』という共通の目標があります。思って
いることは何でも話して、うまくやってい
けたらいいですね。

総合内科　池上　直矢 先生

松岡弘高 先生

総合内科　宮川　徹 先生

第10回  JCHO神戸中央病院  市民医療セミナー開催の様子

第11回 ＪＣＨＯ神戸中央病院 市民医療セミナー次回予告

テーマ「健診を上手につかって病気を先制！～健康診断のデータを有効活用していますか？～」
日　程　平成29年6月10日（土）13時～　　　会　場　すずらんホール（神戸市北区鈴蘭台西町1丁目26－1）

第一部：「健診の徹底活用法」 放射線科診療部長・健康管理センター長　岡本　将裕
　　　　「自分で出来る健康ライフ」 保健師　下川　恵美
　　　　「安心を明日につなげる『がん』検診」 附属健康管理センター長　小黒　　厚

第二部：第3回　在宅医療・介護セミナー（北区医療介護サポートセンター主催）
　　　　テーマ「この物忘れ・・認知症！？～専門医による認知症の正しい診かた～」
 神戸大学大学院保健学研究科教授　古和　久朋

簡易頸動脈エコー・血管脈波検査（血管年齢）10：30～（整理券配布は10：00～）
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　早いもので JCHO 神戸中央病院として再スタートして３年が過ぎまし

た。この間、様々な改革を実施してまいりました。地域の住民の皆様へは

バトンタッチ紹介と名付けてかかりつけ医との連携強化をお願いし、公共

交通機関の不便な地域には巡回バスの運行も始めました。また年３回の市

民医療セミナーを実施して病院と住民の皆さんとの距離感が近くなったと

感じています。かかりつけ医の先生方とも医療連携セミナーを年３回実施

して、同様に一体感が増しつつあります。さらに病院への医療機関からの FAX予約も迅速対応可能

なシステムに変更しました。また専門に偏らない診療ができる総合内科を立ち上げることで、初診の

患者さんの対応も円滑化し、救急車の受け入れも年々増加しています。

　上記に加えて病院内だけでなく、介護を必要とされる方々を含め、地域全体に目を配る地域包括ケ

アにも注力しています。神戸市や医師会からの委託事業として、医療介護サポートセンターを院内に

開設して広く地域のケアマネージャーさんたちの問題解決等にあたっています。また附属の訪問看護

ステーションや介護老人保健施設では在宅や施設内での看取りも行い、尊厳ある生涯を大切にされた

いご希望にも対応できるようになりました。

　今年の３月から心臓カテーテルの専用装置を新しく整備し、脳血管領域と並行して検査・治療が可

能となり、救急で迅速な対応が必要な患者さんの受け入れ対応の改善にも寄与しています。今後の方

針もさらなる変革を推し進めることにつきます。ハードだけでなく職員も時代と地域に必要とされる

病院に変わります。私たちはこれからも無駄を省いて、可能な投資は医療機器の整備と住民サービス

に全てつぎ込んで、より明るく安心できる地域社会にしたいと願っています。本年度もよろしくお願

いいたします。

新年度のご挨拶新年度のご挨拶

院長 大友敏行

「緩和ケア病棟に入院するにはどうしたらよいですか？」

内科医長（緩和ケア）　三田　礼子《医療機関向け》

　というご質問をよくいただきますので、今回は緩和ケア病棟入院の手続きについてお話し致します。

　緩和ケア病棟は、無料個室 12 床、有料個室 10 床（8 床：5400 円 / 日～全て洋室、2 床：16200 円 / 日～洋

室和室各 1 室）の 22 床です。

　通常の入院手続きは図 1 の黄色矢印（➡）のように、主治

医の先生から紹介状をいただき、地域連携室経由で外来受診日

の調整を行います。当日ご家族（ご本人の来院はご希望やご体

調でお選びいただけます）にお越しいただき、ソーシャルワーカー、

看護師、医師との各面談を通して、ご希望やお困り事を伺いな

がら、当病棟での診療や入院のタイミング、その後の療養環境

の選択肢などについてご相談させていただきます。すぐの入院を

希望される場合は、ベッドが調整できましたら、地域連携室経由

でご連絡を差し上げ、入院となります（ベッド状況やご本人の全

身状態により、受診時に入院日をお伝えできることもあります）。

　外来受診日の時点で入院を希望されない場合は、入院必要時に、再度主治医の先生から紹介状をいただき、ベッド

の調整後にご連絡します。なお、前回受診時と病状が大きく異なり、入院後の診療内容を改めてご相談する必要があ

ると思われる場合は、再度ご家族にお越しいただくこともあります。

　緩和ケア外来を受診後、在宅でお過ごしの方で、緊急での入院をご希望の場合は、原則的に紹介元の病院でご対

応いただき、図 1 の緑矢印（➡）のように、後日地域連携室経由で転院を調整させていただきますが、時間帯やベッド

の状況により、緊急での入院をお受けできる場合もありますので、その際はご連絡下さい。なお、当病棟を退院された

方の緊急入院はお受けしています。

担　当：放射線科・消化器内科
日　時：平成29年6月29日（木）19時～20時15分、場所： 当院　2階会議室

第６回「神戸市北区医師会・JCHO神戸中央病院　医療連携セミナー」のご案内

 

 

図 1：緩和ケア病棟入院の流れ

図 2：病室
洗面台、トイレ、簡易ソファベッド、テレビ、
冷蔵庫があります。有料個室はテレビ・冷蔵
庫が無料、有線放送もご使用いただけます。

図 3：デイルーム
デイルームではクリスマス会などの病棟イベント
も催します。

図 4：キッチン
ご自由にお使いいただけます。


